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戦
前
の
日
本
に
は
男
子
に
兵
役
義
務
を
課
す
徴
兵
制
が
あ
り
、
満
20
歳

で
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
１
９
２
７
（
昭
和

２
）
年
の
「
兵
役
法
」
で
は
、
学
生
に
は
徴
兵
延
期
の
特
例
が
あ
り
、
20

歳
に
な
っ
て
も
学
業
の
継
続
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
１
９
４
１
年
に
は
、
卒
業
を

早
め
る
繰
り
上
げ
卒
業
や
徴
兵
猶
予
期
間
の
短
縮
が
始
ま
り
、
戦
局
が
不

利
に
傾
い
て
い
っ
た
１
９
４
３
年
10
月
２
日
に
公
布
さ
れ
た
勅
令
に
よ

り
、満
20
歳
に
達
し
て
い
る
文
科
系
の
学
生
の
徴
兵
猶
予
停
止
が
決
ま
り
、

徴
兵
検
査
を
受
け
た
後
、
12
月
初
旬
に
は
学
業
半
ば
で
陸
海
軍
に
入
隊
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
理
科
系
の
学
生
は
「
国
家
の
必
要
」
と
し

２
０
１
５
年
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
70
年
の
節
目
の
年

だ
っ
た
。
徴
兵
の
学
生
へ
の
猶
予
が
な
く
な
り
、
１
９
４
３
年
か
ら
終
戦

ま
で
で
、
慶
應
義
塾
は
約
３
５
０
０
名
も
の
塾
生
を
学
徒
出
陣
で
送
り
出

し
た
。
一
方
で
、
義
塾
は
最
大
の
空
襲
被
害
を
受
け
た
大
学
で
あ
り
、
そ

の
戦
火
の
爪
痕
は
、
戦
後
の
復
興
の
大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
た
。
義
塾
の

戦
中
、
戦
後
を
振
り
返
り
、
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
々
を
記
憶
に
と
ど

め
た
い
。 戦

中
、戦
後
の

義
塾
を
め
ぐ
っ
て

学
徒
出
陣
と
義
塾
の
戦
没
者
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て
、
23
歳
ま
で
入
営
を
延
期
さ
れ
た
。
義
塾
で
は
、
医
学
部
、
理
工
学
部

の
前
身
で
あ
る
藤
原
工
業
大
学
が
理
科
系
に
あ
た
る
。

　

文
部
省
は
10
月
21
日
に
、
雨
中
の
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
に
お
い
て
東

京
周
辺
の
出
陣
学
徒
を
集
め
て
「
出
陣
学
徒
壮
行
会
」
を
挙
行
し
た
が
、

義
塾
で
も
11
月
23
日
に
三
田
山
上
で
塾
生
出
陣
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
約

３
０
０
０
名
の
出
陣
塾
生
が
参
加
し
た
。
出
陣
塾
生
は
出
陣
壮
行
歌
、
応

援
歌
を
合
唱
後
、
福
澤
諭
吉
の
墓
参
に
向
か
っ
た
。

　

翌
１
９
４
４
年
、
さ
ら
に
45
年
４
月
入
隊
の
塾
生
を
含
め
て
、
出
陣
学

徒
数
は
約
３
５
０
０
名
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
わ
か
っ
て
い

る
範
囲
で
、
在
学
生
の
お
よ
そ
３
８
５
名
が
戦
没
し
て
い
る
。
ま
た
出
陣

学
徒
以
外
の
卒
業
生
・
教
職
員
な
ど
も
含
め
た
義
塾
関
係
者
全
体
の
戦
没

者
は
、
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
２
２
２
０
名
を
超
え
る
。
２
０
１
４
年

10
月
に
、
最
新
の
情
報
に
基
づ
き
補
正
を
加
え
た
慶
應
義
塾
関
係
の
戦
没

者
名
簿
が
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
塾
監
局
前
の
庭
園
に
あ
る
「
還
ら
ざ
る

学
友
の
碑
」
に
納
め
ら
れ
た
。

　

１
９
４
３
年
10
月
16
日
、「
出
陣
学
徒
壮
行
早
慶
戦
」
が
早
大
戸
塚
球

場
で
行
わ
れ
た
。
既
に
東
京
六
大
学
野
球
連
盟
は
解
散
し
、
公
式
戦
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
計
画
し
た
の
は
阪
井
盛
一
主
将
、
片
桐
潤
三
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
ら
野
球
部
員
だ
っ
た
。
平
井
新
野
球
部
長
を
説
得
し
、
小
泉
信

三
塾
長
の
賛
同
を
得
て
、
早
大
野
球
部
に
試
合
を
申
し
込
ん
だ
。
戦
争
が

激
し
く
な
る
な
か
、
早
大
側
に
は
慎
重
論
も
あ
っ
た
も
の
の
、
野
球
部
員

た
ち
の
熱
意
が
実
り
、
開
催
に
こ
ぎ
着
け
た
。

　

試
合
は
早
大
の
勝
利
で
終
わ
っ
た
が
、
試
合
後
に
球
場
全
体
で
沸
き
起

こ
っ
た
「
海
行
か
ば
」
の
大
合
唱
が
、
戦
地
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
義
塾

と
早
大
の
出
陣
学
徒
へ
の
エ
ー
ル
と
な
っ
て
響
き
渡
っ
た
。

語
り
継
が
れ
る「
最
後
の
早
慶
戦
」

出陣学徒壮行早慶戦

還らざる学友の碑。志半ばで学業に戻ることができなかった学友をしのび、1998 年に設置された。
当時の鳥居泰彦塾長による碑文「還らざる友よ／君の志は　われらが胸に生き／君の足音は　われ
らが学び舎に　響き続けている」が刻まれている 三田キャンパスを後にする出陣塾生
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今
も
残
る
日
吉
地
下
壕

　

日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
角
に
、
戦
争
の
名
残

と
言
う
べ
き
地
下
壕
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
海
軍

の
連
合
艦
隊
司
令
部
が
置
か
れ
て
い
た
。本
来
、

連
合
艦
隊
の
司
令
部
は
戦
艦
「
武
蔵
」
や
「
大

和
」な
ど
洋
上
の
旗
艦
内
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

司
令
部
を
置
く
に
足
る
艦
船
の
多
く
が
失
わ

れ
、
陸
上
に
移
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
移
転
先
に
選
ば
れ
た
の
が
、
高
台
で
無
線

通
信
環
境
が
よ
く
、学
徒
出
陣
で
塾
生
が
減
り
、

校
舎
が
空
い
て
い
た
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ

た
。

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
３
月
、
文
部
省
の

指
示
で
第
一
校
舎
、
寄
宿
舎
な
ど
を
海
軍
に
貸

す
契
約
が
結
ば
れ
、
９
月
に
は
連
合
艦
隊
司
令

部
が
日
吉
に
移
り
、
空
襲
に
備
え
て
ま
む
し
谷

か
ら
寄
宿
舎
付
近
に
か
け
て
地
下
壕
が
掘
ら
れ

た
。
今
の
地
下
壕
は
、
幅
２
・
５
m
ほ
ど
の
通

路
が
延
々
と
続
く
ト
ン
ネ
ル
だ
が
、
か
つ
て
は

司
令
長
官
室
、
作
戦
室
、
電
信
室
な
ど
が
あ
り
、

空
襲
時
に
は
地
上
に
い
る
司
令
長
官
や
幕
僚
も

こ
こ
に
入
っ
て
、
作
戦
の
立
案
、
指
揮
が
さ
れ

た
。
特
攻
機
は
突
入
時
に
モ
ー
ル
ス
信
号
を
出

し
、
地
下
壕
の
電
信
室
で
受
信
す
る
そ
の
信
号

が
途
切
れ
た
と
き
が
特
攻
隊
員
の
最
期
を
意
味

し
た
。
現
在
、
地
下
壕
は
原
則
非
公
開
と
な
っ

て
お
り
、
立
ち
入
り
は
で
き
な
い
が
、
教
養
研

究
セ
ン
タ
ー
実
験
授
業
「
日
吉
学
」
等
で
学
生

の
見
学
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
甚
大
な
空
襲
被
害

　

戦
争
末
期
の
１
９
４
５
年
、
米
軍
に
よ
る
本

土
空
襲
は
激
し
さ
を
増
し
、
４
月
に
は
日
吉
キ

ャ
ン
パ
ス
の
工
学
部
校
舎
の
８
割
が
焼
失
、
５

月
に
は
医
学
部
の
あ
る
四
谷（
現
在
の
信
濃
町
）

キ
ャ
ン
パ
ス
と
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
施
設
の

半
分
以
上
が
失
わ
れ
た
。
義
塾
は
最
も
空
襲
の

被
害
を
受
け
た
大
学
だ
っ
た
。

　

医
学
部
は
５
月
24
日
未
明
の
空
襲
で
木
造
校

舎
の
大
部
分
と
病
院
を
失
っ
た
も
の
の
、
入
院

患
者
に
は
一
人
の
負
傷
者
も
な
か
っ
た
。

　

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
５
月
24
〜
25
日
、

26
日
の
２
回
に
わ
た
る
空
襲
で
木
造
校
舎
の
ほ

と
ん
ど
が
焼
失
、
焼
け
残
っ
た
の
は
塾
監
局
、

学
部
校
舎（
現
在
の
第
１
校
舎
）、鉄
筋
校
舎（
現

在
の
研
究
室
棟
の
位
置
に
あ
っ
た
）、
三
田
演

説
館
だ
け
だ
っ
た
。
学
徒
出
陣
壮
行
会
が
行
わ

戦
災
に
よ
る
キ
ャ
ン
パス
の
被
災
と
復
興
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空襲を受けた図書館旧館 信濃町キャンパスの罹災状況

三田キャンパスの罹災状況
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れ
た
大
講
堂
は
鉄
骨
と
崩
れ
た
赤
レ
ン
ガ
を
残

す
の
み
に
な
っ
た
。

米
軍
に
半
分
接
収
さ
れ
た
日
吉

　

大
き
な
空
襲
被
害
を
受
け
た
と
は
い
え
、
広

い
敷
地
を
持
つ
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
残
存
施
設

は
、
義
塾
全
体
の
5
割
を
占
め
た
。
し
か
し
、

終
戦
間
も
な
い
１
９
４
５
年
９
月
に
敷
地
と
施

設
の
約
半
分
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
通
信
部
隊

と
騎
兵
師
団
の
宿
舎
や
、
独
身
将
校
の
宿
舎
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

日
吉
は
戦
後
の
義
塾
復
興
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
施
設
で
あ
り
、
直
ち
に
返
還
交
渉
が
開

始
さ
れ
た
。
当
時
の
渉
外
室
や
、
藤
山
愛
一
郎

を
会
長
と
す
る
塾
員
有
志
に
よ
る
三
田
リ
エ
ー

ゾ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
義
塾
一
丸
と
な
っ
た

返
還
交
渉
の
末
、
よ
う
や
く
１
９
４
９
年
に
返

還
が
決
ま
り
、
10
月
１
日
の
返
還
式
で
は
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
金
色
木
製
の
「
返
還
の
鍵
」
が
潮

田
江
次
塾
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

契
機
と
な
っ
た
創
立
90
年
式
典

　

１
９
４
７
年
５
月
24
日
晴
天
、
空
襲
の
惨
禍

の
痕
が
残
る
三
田
山
上
に
お
い
て
、
昭
和
天
皇

を
迎
え
て
の
創
立
90
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ

た
。
そ
の
趣
意
書
に
は
「
百
年
祭
を
目
指
し
て

今
後
十
年
に
慶
應
義
塾
を
昔
に
ま
さ
る
盛
ん
な

学
園
に
建
て
直
そ
う
と
、
広
く
天
下
に
呼
び
か

け
る
」
と
、
創
立
１
０
０
年
を
見
据
え
て
の
戦

後
復
興
の
決
意
が
語
ら
れ
て
い
る
。
時
を
同
じ

く
し
て
、
荒
廃
し
て
い
た
三
田
演
説
館
の
修
復

が
行
わ
れ
、
続
い
て
焼
夷
弾
落
下
で
屋
根
が
抜

け
落
ち
、
内
部
が
炎
上
し
た
図
書
館
旧
館
の
修

復
工
事
も
始
ま
り
、
１
９
４
９
年
５
月
５
日
に

落
成
式
が
祝
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
戦
災
で
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
が
失
わ
れ
た
大
窓
に
は
透
明
な
ガ

ラ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
当
初
の
制
作
者
、

小
川
三
知
の
弟
子
で
あ
る
大
竹
龍
蔵
に
よ
り
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
復
活
し
た
の
は
、
四
半
世
紀

の
時
を
経
た
１
９
７
４
年
で
あ
る
。

　

１
９
５
５
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
創
立
１
０

０
年
記
念
事
業
に
伴
う
募
金
は
、
12
億
円
の
目

標
が
途
中
で
15
億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
上
回
る
15
億
３
０
０
０

万
円
余
が
集
ま
っ
た
。
そ
し
て
１
９
５
８
年
11

月
８
日
、
新
築
な
っ
た
日
吉
記
念
館
に
昭
和
天

皇
は
じ
め
内
外
の
招
待
客
４
０
０
０
名
を
迎
え

て
、
創
立
１
０
０
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

三
田
、
四
谷
、
日
吉
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

て
い
た
記
念
建
設
事
業
は
、
１
９
６
２
年
に
三

田
西
校
舎
の
第
２
期
工
事
に
よ
っ
て
完
了
し
、

戦
災
復
興
の
大
事
業
は
完
成
し
た
。
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連合艦隊司令部地下壕・作戦室日吉返還式と返還の鍵日吉記念館での創立 100 年式典

三田山上に昭和天皇を迎えての
創立 90年式典

米軍に接収された日吉キャンパス（左：建物は現在の高等学校、右：カ
マボコ兵舎と呼ばれ、返還後も仮校舎として使用された）

※
Ｐ
２
～
５
ま
で
の
写
真
は
、
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
（
た
だ
し
連
合
艦
隊
司
令
部
地
下
壕
を
除
く
）
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強
、
昼
食
後
は
片
道
２
㎞
の
山
道
を
歩
き
、

下
狩
野
国
民
学
校
の
空
き
教
室
で
授
業
が
行

わ
れ
た
。
４
時
半
に
旅
館
に
戻
り
入
浴
、
５

時
半
か
ら
夕
食
、
６
時
半
か
ら
自
由
時
間
で

８
時
に
は
床
に
つ
く
。
温
泉
地
だ
け
に
入
浴

に
は
困
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
食
事
は
量
も

質
も
極
め
て
貧
し
い
も
の
で
、
疎
開
の
責
任

者
だ
っ
た
吉
田
小
五
郎
教
諭
ら
は
、
食
糧
確

保
に
苦
労
し
た
。

　

そ
し
て
１
９
４
５
年
５
月
に
は
、
伊
豆
も

危
険
で
あ
る
と
し
て
青
森
県
西
津
軽
郡
木き

造づ
く
り

町
へ
の
再
疎
開
が
決
ま
っ
た
。
青
森
行

き
を
希
望
し
た
１
〜
６
年
生
約
１
４
０
名
が

二
昼
夜
を
か
け
て
列
車
で
移
動
し
、
こ
の
地

で
終
戦
を
迎
え
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
疎
開

　

東
京
へ
の
空
襲
が
激
し
さ
を
増
し
た
１
９

４
４
（
昭
和
19
）
年
３
月
、
幼
稚
舎
は
復
学

を
約
束
し
、
政
府
の
方
針
に
従
っ
て
縁
故
疎

開
を
奨
励
し
た
。
６
月
に
は
「
帝
都
学
童
集

団
疎
開
実
施
要
領
」
が
発
表
さ
れ
、
縁
故
疎

開
者
以
外
の
３
年
生
以
上
の
幼
稚
舎
生
約

３
５
０
名
が
伊
豆
の
修
善
寺
に
疎
開
し
た
。

翌
45
年
４
月
に
は
、
卒
業
し
た
６
年
生
と
入

れ
替
わ
る
形
で
新
た
に
入
学
し
た
１
年
生
を

含
め
、
３
年
生
ま
で
の
約
50
名
が
疎
開
に
合

流
し
た
。

　

旅
館
３
館
に
分
宿
す
る
修
善
寺
で
は
、
６

時
に
起
床
し
て
日
枝
神
社
ま
で
か
け
足
、
７

時
に
朝
食
を
と
り
修
善
寺
境
内
で
朝
礼
と
ラ

ジ
オ
体
操
。
午
前
中
は
旅
館
の
大
広
間
で
勉

中
の
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

交
通
事
情
の
悪
い
な
か
、
集
団
疎
開
児
童

が
天
現
寺
校
舎
に
戻
っ
た
の
は
10
月
20
日
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
約
１
年
半
に
及
ん
だ
疎
開

生
活
の
数
少
な
い
楽
し
み
の
ひ
と
つ
が
、
週

に
一
度
の
家
庭
と
の
は
が
き
の
や
り
取
り
だ

っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
大
切
に
保

存
さ
れ
て
い
た
そ
の
一
部
。
意
外
に
明
る
く

疎
開
生
活
を
報
告
す
る
幼
稚
舎
生
の
は
が

き
、
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
生
き

生
き
と
し
た
絵
を
描
い
た
家
庭
か
ら
の
は

が
き
、
ど
ち
ら
に
も
戦
時
下
に
別
れ
別
れ

に
な
っ
た
家
族
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

修
善
寺
、
そ
し
て
青
森
へ
。
幼
稚
舎
生
の
集
団
疎
開
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①〜⑤、⑦
家族などから幼稚舎生
へのはがき
⑥幼稚舎生から家族へ
のはがき

①

②

③

⑤

⑦

④

⑥
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「
慶
應
義
塾
と
戦
争
」
ア
ー
カ
イ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、都
倉
武
之
准
教
授
を
中
心
に
、大
学
院
生
と
学
部
生
の
有
志
が
協
力
し
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
人
の
塾
生
に
話
を
聞
い
た
。

る
遺
書
に「
マ
マ
、パ
パ
」と
書
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
、

特
攻
隊
員
に
も
家
庭
で
の
日
々
の
生
活
が
あ
っ
た
の
だ

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
世
界
で
は
今
も
多
く
の
戦
争

が
起
き
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
学
生
が
否
応
な
く
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
記
憶

す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
事
実
に
冷
静
に
向
き
合
う

こ
と
は
、
若
い
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
寄
贈
さ
れ
た
当
時
の
塾
生
の
ア
ル
バ
ム
に

は
、
学
生
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
の
楽
し
そ
う
な

写
真
が
た
く
さ
ん
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
一

人
ひ
と
り
の
写
真
の
そ
ば
に
趣
味
や
部
活
に
関
す
る

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
イ
ラ
ス
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
丁
寧
に
ア
ル
バ
ム
を
つ
く
る
こ
と
で
、
戦

争
と
い
う
現
実
か
ら
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
を
守
ろ

う
と
し
て
い
た
の
か
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

の
こ
え
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
義
塾
の
医

学
部
を
卒
業
し
軍
医
と
な
っ
た
上
原
家
の
長
男
・
良

春
さ
ん
と
次
男
・
龍
男
さ
ん
も
戦
死
さ
れ
た
こ
と
を

知
り
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
３
人
の
戦
死
に
よ
り

残
さ
れ
た
家
族
の
人
生
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
と
し
て
は
全
国
１
０
０
人
以
上

の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
90
歳
を
超
え

た
方
々
か
ら
戦
争
で
の
辛
い
経
験
を
聞
き
な
が
ら
も
、

70
年
前
に
20
歳
そ
こ
そ
こ
で
戦
死
し
た
人
た
ち
の
、

断
ち
切
ら
れ
た
若
い
命
を
残
念
に
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
塾
員
の
遺
品
な
ど
の
調
査
を
し
た
際
、
あ

た
。
し
か
し
同
時
に
、
た
だ
残
酷
な
も
の
と
思
っ
て

い
た
戦
争
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
感
じ
方
や
考

え
方
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
新
し
い
発
見
で

し
た
。

　

と
い
う
の
は
、
海
軍
の
同
期
生
と
の
絆
や
、
何
事

も
５
分
前
に
準
備
を
整
え
る
海
軍
伝
統
の
「
５
分
前

行
動
」
精
神
を
今
も
大
切

に
し
て
お
り
、
海
軍
で
の

経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

人
格
形
成
が
で
き
た
と
明

る
く
語
っ
た
塾
員
に
お
会

い
し
た
か
ら
で
す
。

　

長
野
県
に
住
む
上
原
良
司
さ
ん
の
ご
遺
族
を
十
数
回

に
わ
た
っ
て
訪
ね
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
資
料
の
収
集
と
整

理
を
今
も
続
け
て
い
ま
す
。
良
司
さ
ん
は
、
学
生
の
徴

兵
猶
予
停
止
に
よ
り
経
済
学
部
在
学
中
に
学
徒
出
陣

し
、
特
攻
隊
員
と
し
て
満

22
歳
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。

「
所
感
」
と
題
さ
れ
た
遺
書

が
、
戦
没
学
生
の
手
記
を

集
め
た
『
き
け
わ
だ
つ
み

　

幼
い
頃
か
ら
、
新
聞
記
者
だ
っ
た
祖
父
に
、
家
族

を
失
う
悲
し
さ
や
食
糧
難
の
辛
さ
な
ど
、
戦
争
の
時

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
1
年
生
の
夏
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
お
話
を
聞
き
、
ま
た
塾
員
、
塾
生
の

日
記
や
手
紙
の
遺
品
整
理
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

否
応
な
く
戦
場
に
送
ら
れ
て
辛
い
経
験
を
し
た
学
生

や
命
を
落
と
し
た
学
生
が
い
た
こ
と
を
、
き
ち
ん
と

覚
え
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
し

法
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程

横よ
こ

山や
ま　

寛ひ
ろ
し

君 

法
学
部
政
治
学
科
３
年

成な
り

田た

沙さ

季き

君 

聞
き
取
り
調
査
で
知
っ
た
戦
争
の
悲
惨

人
々
は
戦
争
に
、ど
う
向
き
合
っ
た
か

展示準備の様子

上原家での調査

戦中、戦後の義塾をめぐって
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